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元気あふれ
お一人おひとりが輝く町へ

　
1
9
5
5
年
（
昭
和
30
年
）
に
御

宿
町
と
浪
花
村
の
一
部（
岩
和
田
地
区
）

と
布
施
村
の
一
部
（
上
布
施
、
実
谷
、

七
本
地
区
）
が
合
併
し
新
し
い
御
宿
町

が
誕
生
し
て
か
ら
60
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。

　
こ
の
間
、
御
宿
町
は
町
民
の
皆
様
を

は
じ
め
、
町
議
会
の
皆
様
、
歴
代
の
町

長
の
並
々
な
ら
ぬ
ご
尽
力
に
よ
り
素
晴

ら
し
い
発
展
を
遂
げ
て
参
り
ま
し
た
。

　
幾
多
の
先
人
・
諸
先
輩
の
英
知
に
支

え
ら
れ
、
変
遷
す
る
時
代
を
乗
り
越
え

今
が
あ
る
こ
と
を
深
く
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
御
宿
町
は
黒
潮
お
ど
る
太
平
洋
、

真
っ
青
な
海
、
白

は
く
し
ゃ
せ
い
し
ょ
う

砂
青
松
、
緑
の
山
々

を
天
恵
に
温
暖
な
気
候
の
も
と
、
卓
越

し
た
歴
史
・
文
化
を
素
地
に
人
情
味
あ

ふ
れ
る
風
土
を
培
っ
て
き
ま
し
た
。
少

子
高
齢
化
社
会
が
進
展
し
、
人
口
減
少

の
波
が
寄
せ
て
い
ま
す
が
、
し
っ
か
り

と
腰
を
据
え
て
町
の
将
来
像
を
「
き
れ

い
な
町
、
元
気
な
町
、
文
化
の
町
、
人

情
味
あ
ふ
れ
る
町
」
を
目
標
に
町
民

の
皆
様
と
一
体
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
基
本
に
、

町
民
の
皆
様
お
一
人
お
ひ
と
り
が
主
人

公
と
な
っ
て
輝
く
町
を
目
指
し
ま
す
。

　
1
6
0
9
年
に
私
た
ち
の
先
人
の

為
し
た
人
類
愛
に
満
ち
た
史
実
、
大
正

ロ
マ
ン
を
彷
彿
と
さ
せ
る
童
謡
「
月
の

沙
漠
」、
五
倫
文
庫
に
み
る
崇
高
な
教

育
理
念
な
ど
、
数
々
の
文
化
を
町
の
誇

り
と
し
て
し
っ
か
り
と
次
の
世
代
に
伝

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
愛
す
る
ふ
る
さ
と
御
宿
の
た
め
に
、

町
民
の
皆
様
と
と
も
に
邁
進
し
て
参
り

ま
す
。

　
結
び
に
、
町
民
の
皆
様
並
び
に
関
係

各
位
の
益
々
の
ご
健
勝
ご
多
幸
を
心
よ

り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　   

御
宿
町
長
　
石 

田  

義 
廣

合
併
60
周
年
記
念

町
長
あ
い
さ
つ
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　昭和30年合併当時の
御宿町と世界の情勢

「
御
宿
町
広
報
」
は
、
昭
和
31
年
５

月
に
第
１
号
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。　

　

発
行
す
る
に
あ
た
り
、
井
上
文
吉
町

長
（
当
時
）
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い

ま
す
。

「
私
共
の
町
は
、
最
も
適
切
な
地
域

を
有
し
ま
た
業
域
構
成
と
云
い
、
人
情

風
俗
等
共
に
一
体
化
さ
れ
、
他
町
村
に

は
見
ら
れ
な
い
真
に
、
血
の
通
う
行
政

運
営
が
可
能
で
あ
り
ま
し
て
、
時
代
の

要
請
す
る
自
治
体
と
し
て
、
理
想
的
で

あ
る
と
断
言
で
き
る
で
あ
り
ま
し
ょ

う
。」この

前
年
、
昭
和
30
年
３
月
31
日
、

「
昭
和
の
大
合
併
」
に
よ
り
現
在
の
御

宿
町
が
誕
生
し
ま
し
た
。

合
併
時
の
人
口
は
９
，７
５
３
人（
昭

和
30
年
国
勢
調
査
）
で
し
た
。

ま
た
、
町
の
昭
和
30
年
度
の
歳
出
決

算
総
額
は
、
３
，
３
８
４
万
円
で
し
た
。

　

戦
後
の
混
乱
を
乗
り
越
え
、
希
望
を

持
ち
前
進
し
よ
う
と
す
る
先
人
の
力
強

い
熱
意
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

１
９
５
５
年
（
昭
和
30
年
）

４
月　

　

物
理
学
者
、
ア
ル
バ
ー
ト
・
ア
イ
ン

　

シ
ュ
タ
イ
ン
死
去

５
月　

　

西
ド
イ
ツ
が
主
権
回
復

１
９
５
６
年
（
昭
和
31
年
）

10
月　

　

日
ソ
国
交
回
復
に
関
す
る
共
同
宣
言

　

日
本
ソ
ビ
エ
ト
の
外
交
関
係
が
回
復

11
月　

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
メ
ル
ボ
ル
ン
大
会

　
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
開
催

そ
の
こ
ろ
の
日
本

そ
の
こ
ろ
の
世
界

昭
和
30
年

６
月　

　

現
行
の
一
円
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
硬
貨
発
行

７
月　

　

経
済
企
画
庁
が
発
足

８
月　

　

第
１
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
（
広
島
）

　

開
催

昭
和
31
年　

７
月　

　

経
済
白
書
「
日
本
経
済
の
成
長
と
近

　

代
化
」
を
発
表

　
「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」
が
流
行
語

　

に
な
る（
高
度
経
済
成
長
の
は
じ
ま
り
）

▲昭和30年町村合併時の役場庁舎（現いすみ農協脇）
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昭和 30年

昭和 31年

昭和 33年

昭和 36年

昭和 39年

昭和 40年

昭和 42年

昭和 44年

昭和 45年

昭和 46年

昭和 47年

昭和 48年
昭和 50年

昭和 51年

昭和 53年

昭和 55年

昭和 57年

昭和 59年

昭和 60年

昭和 62年

町村合併促進法に基づき御宿町と浪花
村の一部（岩和田地区）と布施村の一
部（上布施、実谷、七本地区 ) が対等
合併し新しい御宿町が誕生

御宿中学校校舎竣工

日西墨三国交通発祥記念之碑改修

有線放送新設、放送開始

新機構により町観光協会が発足
御宿漁港竣工

久保（丸山地先）ごみ焼却場竣工

御宿小学校校舎竣工
井上文吉氏を名誉町民に推挙
　
「月の沙漠像」完成除幕式

大場善蔵氏を名誉町民に推挙　
 
町営プール竣工
御宿保育所竣工

国鉄外房線電化完成、祝賀列車運行

組合立布施小学校校舎竣工
町歴史民俗資料館竣工

「海と山の子交流」野沢温泉中学校との
生徒交流会が始まる　
岩和田保育所竣工
　
町公民館竣工
メキシコ ･アカプルコ市と姉妹都市締結
メキシコ大統領ホセ・ロペス・ポルテ
ィーリョ氏来町 
（メキシコ記念塔建立 50 周年記念式典）
御宿町上水道通水式

町営運動場竣工
　
町 B&G海洋センター竣工

町清掃センター竣工

メキシコ・アカプルコ市長来町

防災行政無線開局

▲メキシコ大統領来町

▲御宿中学校竣工

▲御宿町営プール

▲メキシコ記念塔建立
50周年記念式典
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平成 ２年

平成 ３年

平成 ４年

平成 ５年

平成 ６年 

平成 ７年

平成 10年

平成 ９年

平成 11年

平成 13年

平成 14年

平成 15年

平成 16年

平成 ８年

故加藤まさを氏を名誉町民に推挙
月の沙漠通り開通
月の沙漠記念館完成式典
2代目ブロンズ記念像完成　

町地域福祉センター竣工
町歴史民俗資料館がぼうぼうあたま博物
館（ドイツ ) と姉妹館提携
 
布施・高山田地区水道通水開始
御宿台テニスコートオープン

「御宿町史」発刊
広域消防御宿分署業務開始
新庁舎・保健センター竣工

町営ウォーターパークオープン
　
ビーチバレーボール県大会開催(第1回）

南房総広域水道企業団一部通水開始

野沢温泉村と姉妹都市提携
加藤まさを生誕 100 年記念式典

パークゴルフガーデンオープン
メキシコ記念塔建立 70 周年記念式典
非核都市宣言

町単独地域振興券発行
ミヤコタナゴ飼育開始（役場他 2か所）

初代月の沙漠記念像を野沢温泉村に寄贈
岩和田と御宿の漁業協同組合が合併

故滝口栄蔵氏を名誉町民に推挙
御宿～東京間の高速バス運行開始
御宿駅跨線橋上屋竣工
町清掃センター改修、大原町の可燃ごみ
受入れ開始
夷隅郡市１市５町合併協議会設置を問
う住民投票実施

ドン・ロドリゴ史実に係る「大宮寺」
発掘調査着手

▲天然記念物ミヤコタナゴ

▲町道0109号線開通

▲新庁舎全景

▲月の沙漠記念館完成式

町道 0109 号線が開通
（岩和田～小池地先）
御宿町都市計画決定

▲御宿駅跨線橋
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平成 21年

平成 22年

平成 17年

平成 19年

平成 20年

町消防団分団統合
駅前観光案内所竣工
メキシコ友好親善使節団派遣
日西墨友好の絆記念日制定

中山間地域総合整備事業御宿地区事業開始
メキシコ海軍訓練帆船クワウテモック号来航
御宿駅舎リニューアル
日西墨三国交通発祥記念之碑改修　
日墨交流 400 周年記念式典
サン・フランシスコ号漂着 400 周年記念祭
（メキシコから彫刻作品「抱擁」寄贈）
 ( スペインからイザベル女王勲章徽章寄贈）
御宿町のシンボルキャラクターエビアミーゴ
誕生

合併 50 周年記念式典
全日本種目別ライフセービング大会初開催
御宿中学校校舎竣工

岩和田小学校閉校　
（明治 7 年安立寺を仮校舎に創設後、
133 年の歴史に幕を閉じる）
サン・フランシスコ号漂着 400 周年記
念事業「国際文化交流」実施

町消防団、消防庁長官表彰旗受章
「活力あるふるさとづくり基金」スタート
御宿小学校校舎及び体育館耐震化工事完了

▲皇太子殿下、御宿町へご訪問

▲新しくなった観光案内所

▲岩和田小学校最後の卒業式

▲御宿小学校耐震改修後

▲クワウテモック号来航

▲エビアミーゴ
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平成 23年

平成 24年

平成 25年

平成 26年

平成 27年

御宿中学校体育館・柔剣道場竣工　
旧御宿高校跡地の一部を活用し私立中
央国際高校開校　
メキシコ・テカマチャルコ市と姉妹都市締結
メキシコ友好親善使節団派遣
シルバー人材バンク開設

メキシコ・アカプルコ市「日墨交通発
祥記念碑」を建立
原動機付自転車の御宿オリジナルナン
バープレート交付開始
家庭用ごみ指定袋制開始

東日本大震災が発生
光ブロードバンドサービス供用開始
駐日スペイン大使来町
メキシコ合衆国下院議長来町
高齢化率が 40％を超える
日独交流 150 周年記念事業「菩提樹植
樹祭」

御宿中学校グラウンド整備完了
千葉工業大学と包括的連携協定調印
日本メキシコ学生交流プログラム実施
御宿町乗合運行「エビアミー号」運行開始
ミヤコタナゴシンポジウム御宿開催

▲御宿オリジナルナンバープレート

▲御宿町乗合運行「エビアミ―号」

▲メキシコ友好親善使節団

▲友好の証「菩提樹」

▲アカプルコ市
「日墨交通発祥記念碑」

▲新御宿中学校体育館

▲ミヤコタナゴシンポジウム御宿
合併 60 周年を迎える
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　未来を担う若者に聞いてみました
　これからの御宿町に思うこと

御
宿
町
を

よ
り
良
い
町
へ

御
宿
町
に
つ
い
て

感
じ
た
こ
と 

御
宿
中
学
校
　
　
　
　

２
年
Ａ
組
　
渡
邉
隼
斗
さ
ん

　

今
年
、
御
宿
町
は
合
併
60
周
年
を
迎

え
、
と
て
も
長
い
歴
史
が
あ
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。

　

御
宿
町
は
、
美
し
い
海
と
緑
に
囲
ま

れ
た
と
て
も
住
み
や
す
い
町
で
す
。
浜

地
区
か
ら
岩
和
田
地
区
ま
で
続
く
広
く

白
い
砂
浜
の
中
央
に
「
月
の
沙
漠
」
の

記
念
像
が
立
っ
て
お
り
、
山
側
に
目

を
向
け
る
と
メ
キ
シ
コ
記
念
塔
が
見

え
ま
す
。
こ
の
メ
キ
シ
コ
記
念
塔
は
、

１
６
０
９
年
外
国
船
を
救
助
し
た
岩
和

田
の
人
た
ち
の
優
し
さ
を
表
し
た
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
御
宿
町
は
、
き
れ
い
な
海
や

山
林
、
田
畑
も
あ
り
自
然
豊
か
で
、
と

て
も
の
ど
か
な
町
で
す
。

　

し
か
し
、
町
を
活
性
化
し
て
い
く
た

め
に
は
、
サ
ー
フ
ィ
ン
を
す
る
人
な
ど

を
中
心
と
し
た
観
光
客
が
多
く
い
る
の

で
、
そ
の
人
た
ち
が
遊
べ
る
場
所
を
増

や
し
た
り
、
商
店
街
の
活
性
化
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
う
す
れ
ば
、
今
ま
で
以
上
に
一
年
中

多
く
の
観
光
客
で
御
宿
町
が
に
ぎ
わ
う

と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
御
宿
町
が
今
ま
で
以
上
に

活
気
に
あ
ふ
れ
安
全
で
住
み
よ
い
町
に

な
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

御
宿
中
学
校
　
　
　
　
　
　
　

２
年
Ｂ
組
　
川
名
珠
音
さ
ん

小
さ
い
頃
か
ら
過
ご
し
て
き
た
御
宿

町
。岩
和
田
や
布
施
地
区
と
合
併
し
て
、

60
周
年
を
迎
え
ま
す
。
人
口
が
減
っ
て

い
る
今
、
私
た
ち
に
は
何
が
で
き
る
の

で
し
ょ
う
か
。

例
え
ば
、
学
校
生
活
を
毎
日
一
緒
に

過
ご
し
て
い
る
私
達
43
人
が
、
大
人
に

な
っ
て
御
宿
町
に
住
ん
で
い
る
確
率
は

低
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
少
し
で
も

多
く
の
人
が
御
宿
町
に
残
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
は
、
ま
ず
交
通
の
便
を
良
く

す
る
こ
と
や
、
農
業
や
漁
業
だ
け
で
は

な
く
、
若
い
人
た
ち
が
積
極
的
に
働
こ

う
と
思
え
る
仕
事
や
職
場
を
作
る
こ
と

が
人
口
増
加
に
つ
な
が
る
第
一
歩
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。今
の
御
宿
町
に
も
、

海
が
き
れ
い
な
こ
と
や
、
地
域
の
人
た

ち
が
優
し
い
こ
と
な
ど
、
良
い
所
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
反
面
、
御
宿

町
に
足
り
な
い
事
も
た
く
さ
ん
あ
る
と

思
い
ま
す
。　

こ
の
60
周
年
を
境
に
新
た
な
御
宿
町

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
い
で
す
。
そ
の
た

め
に 

は
、
私
達
だ
け
で
な
く
御
宿
町
に

住
む
全
員
の
協
力
が
必
要
で
す
。
皆
で

協
力
し
て
御
宿
町
を
よ
り
良
い
町
に
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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　合併60周年記念事業は平成27年8月末まで行います
合併60周年記念事業の予定

記
念
切
手
シ
ー
ト
発
行

『
思
い
出
と
共
に

　
　
　
甦
る
情
景
』

公
募
事
業
の
実
施

　
　

　

こ
の
企
画
は
、「
お
ん
じ
ゅ
く
広
報
」

の
表
紙
を
飾
っ
た
写
真
を
各
年
度
ご
と

に
１
枚
ず
つ
選
考
し
、
合
計
60
枚
の
写

真
を
展
示
し
ま
す
。

　

表
紙
の
写
真
を
と
お
し
て
、
御
宿
町

の
60
年
を
振
り
返
り
、
町
の
変
遷
を
ご

覧 
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
27
年
４
月
か
ら
５
月
に

歴
史
民
俗
資
料
館
で
開
催
予
定
で
す
。

　

合
併
60
周
年
を
記
念
し
、
昭
和
の
懐

か
し
い
写
真
を
題
材
と
し
た
、
記
念
切

手
シ
ー
ト
を
発
行
し
ま
す
。

　

当
時
の
町
内
の
様
子
や
行
事
な
ど
を

切
手
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
記
念
切
手
シ
ー
ト
は
、
御
宿
郵

便
局
・
布
施
郵
便
局
で
購
入
で
き
ま
す
。

　

１
シ
ー
ト　

１
，
２
３
０
円
（
82
円

切
手
・
枚
数
10
枚
）

▲全国広報コンクール 1位受賞

　

平
成
26
年
11
月
10
日
か
ら
12
月
５
日

ま
で
の
期
間
、
合
併
60
周
年
を
記
念
し

て
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
広
く
参
加
で
き

る
記
念
事
業
を
募
集
し
、
７
件
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。

　

協
議
の
結
果
、
そ
の
中
か
ら
「
御
宿

町
の
民
話
の
伝
承
事
業
」「
郷
土
芸
能

発
表
会
」
の
２
つ
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
平
成
27
年
度
に
実
施
予

定
で
す
。 

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
決

ま
り
し
だ
い
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　

▲御宿町広報創刊号

   『
お
ん
じ
ゅ
く
広
報

　
　
〜
60
年
の
あ
ゆ
み
』
展 
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　１月 16 日に第 55 回交通安全国民運動中央大会が東京
日比谷公会堂で開催され、町老人クラブ「浜九十九会」
が優良団体表彰を受賞し、全日本交通安全協会会長から
表彰状が贈られました。
　この大会では、交通安全運動を積極的に推進し、交通
事故の防止に顕著な功績があった団体等に対し表彰を行
っています。浜九十九会では、月１回開催される定例会
において、独自の「交通安全数え歌」などで、高齢者が
理解しやすい交通安全の啓発に努めていることが評価さ
れ、今回の受賞となりました。

　１月22日に平成26年度統計功労者表彰式が青葉の森公園芸術文化
ホールで行われ、鶴岡幸弘さん（須賀区）が、統計功労者千葉県知事
表彰を受賞されました。
　統計功労者千葉県知事表彰は、統計調査員となって30年以上調査
に尽力するなど、永年統計調査に貢献している方が対象となります。
　鶴岡さんは、昭和57年から責任感と熱意をもって国勢調査や商業
統計調査など各種統計調査に従事し、統計調査活動に大きく貢献さ
れたことが評価され、今回の受賞となりました。

　町では、町表彰規定に基づき、様々な分野で町の発展に貢献され
た方を表彰しており、今年度は深澤護さん（御宿台区）に表彰状を贈
りました。
　深澤さんは永年にわたり、ボランティアとして活動されており、
桜の植栽・管理や岩瀧の池周辺等の環境整備に尽力されました。
　また、御宿台区「秋祭り」や地区のサークル活動等においてリー
ダー的な役割を務め、住民同士の絆づくりに貢献された功績により、
今回の受賞となりました。

　御宿台地先（教育施設用地）に建設予定の「おんじゅく認定こ
ども園（仮称）」の建設に向けた地質調査がはじまりました。
　当施設の建設については、昨年２月から御宿町保育所施設建
設委員会にて協議を重ねており、調査終了後は平成28年度中の
完成に向けて、設計コンペなどの具体的な取り組みを行います。

統計功労者　千葉県知事表彰　受賞
　　　　　　　　鶴

つるおか

岡　幸
ゆきひろ

弘　さん

町の発展に貢献された方を表彰

　　　　　　　深
ふかさわ

澤　護
まもる

　さん

保育所建設予定地の地質調査が始まりました

交通安全国民運動中央大会 優良団体表彰 受賞
　　　　　　　　　　　　　　　　町老人クラブ浜九十九会
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　１月28日から30日まで、第40回海と山の子交流会
が長野県野沢温泉村で行われました。
　御宿中学校１年生は、野沢温泉中学校１年生との
再会を楽しみ、スキーやまち中散策を通じて、夏に
結んだ絆を更に深めた様子でした。また、雪で真っ
白に染まった山々や、美しい樹氷など、御宿では見
ることができない雪国の自然を体験しました。
　野沢温泉村で過ごした３日間は、生徒一人ひとり
の胸に楽しい思い出として刻まれました。

　第16回茂原リトルシニア少年野球大会優勝　御宿少年野球クラブ
　昨年12月21日に行われた、第16回茂原リトルシニア少年野球大会において、御宿少年
野球クラブが決勝戦で長生ファイターズを破り、優勝しました。
　昨年、同クラブは夏の県大会（千葉日報杯）にも九十九地域代表として出場したほか、
低学年の部においても茂原市のチームとの連合で県大会（ロッテ旗）に出場するなどの
成果を残してきました。最後の大会では、一人ひとりが練習の成果を発揮し、見事に栄冠を
勝ち取りました。　　　　　　　　　

Onjuku 2015.2

　１月28日から30日まで、第40回海と山の子交流会

夏の出会いから半年
　第40回　海と山の子交流会　第40回　海と山の子交流会　第40回　海と山の子交流会　第40回　海と山の子交流会



を
外
し
、
内
部
の
乾
電
池
を
取
り
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
「
故
障
か
な
」
と
思
っ
た
ら
、
次
の

項
目
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

電
源
が
入
ら
な
い

・
電
源
ス
イ
ッ
チ
が
入
っ
て
い
る
か

・
電
源
プ
ラ
グ
が
き
ち
ん
と
差
し
込
ま

れ
て
い
る
か

・
新
し
い
乾
電
池
が
入
っ
て
い
る
か

受
信
感
度
が
悪
い

・
ア
ン
テ
ナ
が
正
し
く
伸
び
て
い
る
か

・
外
部
ア
ン
テ
ナ
端
子
を
使
用
し
て
い

る
場
合
、
ア
ン
テ
ナ
コ
ネ
ク
タ
ー
が
確

実
に
接
続
さ
れ
て
い
る
か

音
が
聞
こ
え
な
い

・
電
源
が
入
っ
て
い
る
か
（
Ａ
Ｃ
電
源

ラ
ン
プ
ま
た
は
、
乾
電
池
ラ
ン
プ
が
点

灯
し
て
い
る
か
）

・
音
量
つ
ま
み
の
調
整
は
適
切
か

※
つ
ま
み
を
左
に
回
し
き
っ
て
も
、
微
小
音
量

　
が
出
ま
す
。
異
常
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
で
も
な
お
異
常
の
あ
る
場
合
は
、

町
総
務
課
防
災
総
合
対
策
班
へ
ご
連
絡

下
さ
い
。
無
線
機
の
購
入
も
で
き
ま
す
。

　

☎
０
４
７
０
―
６
８
―
２
５
１
１
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第 14回　読書週間コンクール
　一般財団法人五倫文庫主催による第14回読書週間コンクールの授賞式が１月18日（日）に町公民館で
行われました。このコンクールは、読書の楽しさを知ってもらうことを目的に、町内小・中学生を対
象に作品を募集し、応募総数309点の中から、審査の結果、次の方が各賞に選ばれました。

  

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
防
災
Vol,29

賞 学校名 学年 氏　名

五倫賞 御宿小学校

御宿小学校

布施小学校

布施小学校

布施小学校

布施小学校

山下　愛翔
やました まな か

よし だ たつよし

さ とう も か

お ぐら つばさ

きみづか りょう

こばやし ち ひろ

小倉　　翼

吉田　武由

佐藤　萌伽

君塚　　涼

小林　千紘

6年

4年

6年

5年

6年

5年

優秀賞

奨励賞

賞 学校名 学年 氏　名

五倫賞 布施小学校

御宿小学校

御宿小学校

布施小学校

布施小学校

布施小学校

市東　亮希
し とう よし き

わたなべ こう や

よねもと なぎ さ

たかなし ひろ む

み なり たから

米本　渚沙

渡辺　光哉

髙梨　広夢

きみづか りょう
君塚　　涼

三成　　命

6年

5年

6年

6年

5年

5年

優秀賞

奨励賞

賞 学校名 学年 氏　名

五倫賞 御宿小学校

布施小学校

布施小学校

御宿小学校

御宿小学校

布施小学校

田仲　渚月
た なか な つき

み なり たから

いのうえ え り か

こばやし ち ひろ

すず き こう じ ろう

よし の ゆう な

小林　千紘

三成　　命

井上恵里花

鈴木滉次郎

吉野　友菜

6年

5年

5年

5年

6年

5年

優秀賞

奨励賞

ポスターの部 作文の部 標語の部

ポスターの部 作文の部 標語の部

【小学生】

賞 学校名 学年 氏　名

五倫賞 御宿中学校

御宿中学校

御宿中学校

御宿中学校

御宿中学校

御宿中学校

河野　右京
かわ の うきょう

よねもと

ほし の

かんじょう しおり

ね つ もも こ

きみづか はる か

神定　　栞

米本ひかり

星野さくら

祢津　桃子

君塚　春海

2年

2年

3年

3年

2年

3年

優秀賞

奨励賞

賞 学校名 学年 氏　名

五倫賞
御宿中学校

御宿中学校

御宿中学校

御宿中学校

御宿中学校

御宿中学校

米本ひかり
よねもと

よし の ま お

いわ せ り か

はやかわ ゆ み

しおいり こと み

わたなべ とも か

早川　優美

吉野　真央

岩瀬　梨夏

塩入　琴未

渡辺　知夏

3年

1年

1年

2年

3年

3年

優秀賞

奨励賞

賞 学校名 学年 氏　名

五倫賞 御宿中学校

御宿中学校

御宿中学校

御宿中学校

御宿中学校

御宿中学校

髙倉　凱皇
たかくら がいおう

まつなが たか し

き はら さ ら

しおいり こと み

いのうえ こうせい

たけ い あや か

塩入　琴未

松永　敬司

木原　咲良

井上　昂星

武井　彩佳

3年

3年

2年

1年

1年

1年

優秀賞

奨励賞

【中学生】

◆
災
害
対
策
用
品
を
購
入
し
ま
し
た

　

町
で
は
、
災
害
対
策
用
品
を
計
画
的

に
購
入
し
、
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
避
難

で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
、
次
の
災
害
対
策
用
品
を
購
入
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
災
害
対
策
用
品
備
蓄
状
況
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

 

食
料
品

・
大
型
カ
ン
パ
ン
（
５
４
０
食
）

・
バ
ラ
ン
ス
パ
ワ
ー
（
１
６
０
食
）

 

生
活
用
品

・
毛
布
（
１
１
０
枚
）

・
ア
ル
ミ
ロ
ー
ル
マ
ッ
ト
（
１
３
０
枚
）

 

救
急
用
品

・
救
急
箱（
３
箱
）

◆
防
災
行
政
無
線
機
戸
別
受
信
機
の

　
お
手
入
れ
を
お
願
い
し
ま
す

　

汚
れ
て
い
る
場
合
は
、
乾
い
た
柔
ら

か
い
布
で
拭
い
て
く
だ
さ
い
。
濡
れ
た

雑
巾
で
拭
く
と
、
故
障
の
原
因
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
長
期
間
留
守
に
す
る
と

き
な
ど
し
ば
ら
く
使
わ
な
い
場
合
は
、

電
源
ス
イ
ッ
チ
を
切
っ
て
電
源
コ
ー
ド

（敬称略）

▲購入した災害対策用品

▲防災行政無線戸別受信機



13

Onjuku 2015.2

こころの健康
　最近、「ストレス」や「メンタルヘルス」という言葉をよく耳にするようになりました。現在、こころの病気
で通院や入院をしている人は、日本人のおよそ40人に1人の割合となっています。

●ストレスとは
　刺激を受けたときに生じる緊張状態のことです。日常の中で起こる様々な変化＝刺激がストレスの
原因となります。環境的要因（天候や騒音など）、身体的要因（病気や不眠など）、心理的要因（不安、悩
みなど）、社会的要因（仕事、人間関係など）、こうしたストレスを受けることで体調を崩す、気分が
不安定になることが起こってきます。

●こころの病気の初期サイン

　食欲がない、眠れないなどの症状全てがこころの病気というわけではありませんが、こうしたサイ
ンが出ていながら同じようにストレスを受け続けると、さらに体調を崩してしまいます。
　こころの健康も体と同じように早めの対処が大切です。自分特有のストレスサインを知り、気づい
た時には十分に休息をとり、気分転換するなど早めのセルフケアをしましょう。

●こころの健康などの相談窓口
　こころの病気はだれにでも起こります。こころの不調やストレス症状が長く続いた場合や日常生活
に支障が出ている場合は、早めに専門機関に相談することをお勧めします。

　【問い合わせ】保健福祉課　保健事業班　☎ 0470－68－6717

本人の症状 周囲の人が気づきやすい変化

・気分が沈む、憂うつ
・何をするにも元気が出ない
・イライラする
・不安な気持ちになる
・食欲がない
・寝付けない、熟睡できない
・誰かが自分の悪口を言っていると感じる

・感情の変化が激しい
・服装が乱れてきた
・急に太った、痩せた
・表情が暗くなった
・独り言が増えた
・他人の視線を気にする
・遅刻や休みが増えた

相談窓口 電話番号 受付時間
夷隅健康福祉センター 月曜 ～金曜日日 ： ～ ：
千葉いのちの電話 日 時間

千葉県
精神保健福祉センター

①
② ・

月曜日～金曜日
（祝日・年末年始除く）
① ～ ② ～



　

県
で
は
、
看
護
師
等
の
県
内

就
業
を
促
進
す
る
た
め
、
看
護

学
生
に
修
学
資
金
を
貸
与
し
て

い
ま
す
。
看
護
職
員
不
足
が
厳

し
い
状
況
を
踏
ま
え
、
４
月
か

ら
貸
付
定
員
を
３
８
０
人
か
ら

５
０
０
人
へ
大
幅
に
拡
大
し
ま
す
。

▼
貸
付
対
象

看
護
学
校
に
在
学
し
て
い
る

方（
県
外
校
の
場
合
は
、
県
内

に
お
住
ま
い
の
方
・
県
内
高
校

を
卒
業
し
た
方
等
が
対
象
）

※
県
内
で
看
護
師
な
ど
と
し

て
５
年
間
継
続
勤
務
す
れ
ば
、

申
請
に
よ
り
返
還
が
免
除
さ

れ
ま
す
。

▼
申
請
方
法

県
内
校
の
方：
各
学
校
担
当
者

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

県
外
校
の
方：
４
月
以
降
に
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

県
医
療
整
備
課

☎
０
４
３
―

２
２
３
―

３
８
８
５

HP

 （「
千
葉
県
保
健
師
等
修
学
資
金
」

　

で
検
索
）
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社
会
福
祉
法
人
い
ち
ょ
う
の
里

み
ず
ほ
学
園
で
は
、
知
的
障
害

を
持
つ
方
の
生
産
活
動
の
成
果
を

展
示
、
販
売
す
る「
第
30
回
わ
く

わ
く
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

　

３
月
５
日（
木
）
13
時
～
19
時

　

３
月
６
日（
金
）

　
　
　
　

～
３
月
７
日（
土
）

　
　
　
　
　

   　

10
時
～
19
時

　

３
月
８
日（
日
）10
時
～
18
時

▼
場
所

　

大
多
喜
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ

　

ザ「
オ
リ
ブ
」
セ
ン
タ
ー
コ

　

ー
ト　

※
駐
車
場
あ
り

▼
内
容

　

花
苗
（
ジ
ュ
リ
ア
ン
、
パ
ン

　

ジ
ー
、
ビ
オ
ラ
、
ガ
サ
ニ
ア
、

　

サ
ク
ラ
ソ
ウ
ほ
か
）、手
芸
品
、

　

木
工
品
、
加
工
品
の
販
売
、

　

展
示

▼
問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
法
人
い
ち
ょ
う
の

　

里
み
ず
ほ
学
園　

☎
０
４
７
０
―

７
６
―

４
３
２
１

　

ク
ラ
ゲ
の
体
の
つ
く
り
、
ク

ラ
ゲ
の
一
生
、
人
と
の
関
わ
り

を
、
生
体（
水
槽
展
示
）
や
標
本
、

写
真
、
解
説
パ
ネ
ル
な
ど
を
使

っ
て
紹
介
し
ま
す
。
大
き
な
ク

ラ
ゲ
、
変
わ
っ
た
形
の
ク
ラ
ゲ
、

危
険
な
ク
ラ
ゲ
、
身
近
な
ク
ラ

ゲ
な
ど
、
ク
ラ
ゲ
の
仲
間
が
大

集
合
し
ま
す
。

▼
期
間

　

５
月
６
日（
水
･
祝
）
ま
で

　
　

９
時
～
16
時
30
分

　
　
（
入
館
は
16
時
ま
で
）

▼
休
館
日

　

月
曜
日（
祝
日
の
場
合
開
館

　

し
、
翌
日
休
館
）

▼
入
場
料

　

一
般
：
２
０
０
円
、

　

高
校
・
大
学
生
：
１
０
０
円
、

　

中
学
生
以
下
・
65
歳
以
上
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ・
会
場

　

県
立
中
央
博
物
館
分
館
海
の

博
物
館（
勝
浦
市
吉
尾
１
２
３
）

☎
０
４
７
０
―

７
６
―

１
１
３
３

HP

●
人
　
口

　
７
，８
４
９ （
▲
9
）

　

男
３
，７
３
0　
女
４
，１
1
９

　

世
帯
数
３
，６
５
８

　
（
平
成
27
年
1
月
30
日
現
在
）

●
慶
　
弔

　

出
生
3　
　

死
亡
17

　
（
平
成
27
年
1
月
届
出
）

●
御
宿
分
署
の
出
動
状
況

　

火
災
発
生
件
数　

0　

　

救
急
件
数　
　
　

47　

　
（
平
成
27
年
1
月
中
）

●
交
通
事
故
発
生
状
況

　

発
生
件
数　
　
　

1

　

死
者
数　
　
　

0

　

負
傷
者
数　
　
　

1

　
（
平
成
27
年
1
月
1
日
～

　
　
平
成
27
年
1
月
31
日
）

●
ダ
ム
の
貯
水
状
況

　

貯
水
量　

５
５
８
，０
０
０
㎥

　

貯
水
率　

９
６
．
４
％

　
（
平
成
27
年
2
月
2
日
現
在
）

●
町
浄
水
場
の
水
質
検
査

放
射
性
物
質
の
検
査
は
３
ヶ

月
に
１
回
と
な
り
ま
し
た
。

●
エ
ビ
ア
ミ
ー
号
利
用
状
況

　

乗
車
人
数　
延
べ
３
０
５
人

　
（
平
成
27
年
1
月
中
）

ま
ち
の
う
ご
き

第
30
回

わ
く
わ
く
シ
ョ
ッ
プ
開
催

マ
リ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　
　
　
　
「
ク
ラ
ゲ
展
」

看
護
学
生
へ
の
修
学
資
金

貸
付
人
数
を
拡
大
し
ま
す

http://w
w

w
.

chiba-m
use.or.jp/ UM

IHAKU/

http://w
w

w
.pref.

chiba.lg.jp/iryou/ishi
/kangoshi/shikin/kashit
suke.htm

l
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子こ

を
抱だ

い
て
窓ま
ど

か
ら
拝お
が

む
初は
つ

日ひ

の
出で　
　

本
吉
美
絵
子

岳だ
け

の
湯ゆ

や
小こ
ゆ
き雪
に
け
ぶ
る
安あ

だ達
太た

ら良
山や
ま　

金
子　

澄
子

ス
ト
レ
ッ
チ
体た

い
そ
う操
の
手て

に
冬ふ
ゆ
び日
透す

く　
　

小
野　
　

子

初は
つ
ひ日
の
出で

両り
ょ
うの
手て

あ
は
す
共と
も

白し
ら
が髪　
　
　

岡
本　

俊
康

労ね
ぎ

ら
ひ
つ
生い

き
て
ふ
た
り
の
晦み
そ
か日

蕎そ

麦ば　
　

鶴
岡
と
く
路

俳句愛好会【おんじゅく俳壇】
今月の兼題 【初日の出・新年会】

タウンカレンダー　3月
1　日

2　月

3　火
4　水
5　木
6　金
7　土
8　日
9　月
10　火
11　水
12　木
13　金
14　土
15　日
16　月
17　火
18　水
19　木
20　金
21　土
22　日
23　月
24　火
25　水
26　木
27　金
28　土
29　日
30　月
31　火
保健：保健センター　公民：公民館
B&G：B&G海洋センター　御児：御宿児童館

●国民健康保険税第８期納期限
●介護保険料第８期納期限
●後期高齢者医療保険料第８期納期限

●町民清掃
●サンデーオープン　9:00～12:00

●子育て相談　10:00～11:30　御児
●健康運動教室　14:00～15:00　B&G

●御宿町合併60周年記念式典　公民

★まちかどつるし雛めぐり最終日 

●健康運動教室　14:00～15:00　B&G

●乳児相談　13:30～15:00　保健

●鶴亀くらぶ　9:00～16:00　町外

●リズム体操発表会　B&G

●確定申告受付最終日

●つくしくらぶ　13：30～15：30　保健

●健康運動教室　14:00～15:00　B&G

●御宿児童合唱団おさらい会　13：30～　公民

◎
仮
名
＝
片
仮
名
・
平
仮
名
な
ど

◎
安
達
太
良
山
＝
福
島
県
北
部
の
火
山

仮か

な名
習な
ら

ふ
吾わ

こ子
の
ま
な
ざ
し
春は
る

隣と
な
り

　
　
　

本
吉　
　

愛

な
つ
か
し
や
火ひ

ば
ち鉢
囲か
こ

み
し
兄あ
に

妹い
も
う
と
　
　
　

	

大
曽
根
利
枝

ふ
る
里さ

と

や
静し
ず

か
に
あ
り
て
初は
つ

山さ
ん
が河　

	

　
　

佐
藤
き
よ
み

初は
つ

富ふ

じ士
や
世せ
か
い界
遺い
さ
ん産
と
鼻は
な

高た
か

し　
　
　

菊
池　

武
夫

新し
ん
ね
ん
か
い

年
会
昔む
か
しば
な
し
に
花は
な

が
咲さ

き　
　

	

　

桜
谷　

敬
蔵

座ざ
ぶ
と
ん

布
団
に
冬ふ
ゆ

の
陽ひ

あ
て
て
友と
も

を
待ま

つ　

	

佐
野
志
保
子

初は
つ
ひ日

の
出で

安あ

わ房
に
か
か
り
し
雲く
も
ま間

よ
り	　

澤
崎　

幸
子

Onjuku 2015.2
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御宿町合併60周年

▲昭和40年頃と現在の保育所の様子
　当時は総勢 270名の児童が久保、新町、
岩和田にあった３つの保育所に通っていま
した。子どもたちのはつらつとした様子は
今も昔も変わりません。

▲
昭和45年と現在の

　料理教室の様子
　当時、婦人会員の料理
教室が毎月第３金曜日に
行われていました。民宿
を営む奥様方には見逃せ
ない催しだったそうです。

▲昭和42年と現在の
　町議会の様子
　当時の役場（現いすみ
農協脇）会議室で開かれ
た町議会の様子です。

今と昔の広報紙から
　　　　御宿をみつめる
　御宿町合併60周年を記念し、その歴史
の中から昭和40年代発行の広報紙に掲載
された写真を選定し、現在の様子と比較
しながら、当時の様子を振り返ります。


